
『小児呼吸器感染症診療ガイドライン 2022』正誤表（2023/6/26 付） 

 
■2022 年 10 月 22 日発行の第 1 版第 1 刷に下記の通り誤りがありましたので、訂正いたします。 
■電子書籍版は修正したデータに更新されています。 
 
1）6～7 ページ CQ2 

掲載場所 誤 正 
６ページ左段  
下から 2～3行目 

0.1%L 型アドレナリン投与群（0.5ｍ
L/kg、ネブライザー単回投与） 

L 型アドレナリン投与群（0.5mg/kg、ネブ
ライザー単回投与、最大 2.5mg） 
※0.1％削除 

6 ページ右段 
上から 3～4行目 

L 型アドレナリンの通常量投与群（0.5 
mL/kg）と低用量投与群（0.1 mL/kg） 

L 型アドレナリンの通常量投与群（0.5 
mg/kg、最大 5mg）と低用量投与群（0.1 
mg/kg、最大 1mg） 

6 ページ右段 
下から 2行目 

0.1％L型アドレナリン 0.1～0.3mL/kg 0.1％L 型アドレナリン 0.1～0.3mL 
※「/kg 削除」 

7 ページ左段 
上から 1行目 

最大 1.0 mL/kg 最大 1.0 mL 
※「/kg 削除」 

7 ページ左段 
上から 3行目 

0.3 mL/kg 0.3 mL 
※「/kg 削除」 

 
2)9 ページ CQ3 

掲載場所 誤 正 
9 ページ左段  
上から 1～2行目 

0.1%L 型 ア ド レ ナ リ ン 投 与 群
（0.5mL/kg、ネブライザー単回投与） 

L 型アドレナリン投与群（0.5mg/kg、ネブ
ライザー単回投与、最大 2.5mg） 
※0.1％削除 

9 ページ左段 
上から 6～8行目 

0.1%L 型アドレナリンの通常量投与群
（ 0.5 mL/kg ） と 低 用 量 投 与 群
（0.1mL/kg） 
※0.1％削除 

L 型アドレナリンの通常量投与群（0.5 
mg/kg、最大 5mg）と低用量投与群
（0.1mg/kg、最大 1mg） 
※0.1％削除 

 
 
3)18ページ 表 6-1 経口セファロスポリン系薬の各薬剤に po 追記 
（正） 

  
 
 



4）41 ページ 文中の数字等 
（正） 
     
 
 
 
 
 
5）58～59 ページ 
①本文中の引用文献 6）と 7）が逆 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②引用文献 5）のページ数、6）・7)追記 
（正） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6）70 ページ 表 6-1 2007～2016 年における小児膿胸原因菌のタイトル 
  
 
 
 
 
 

（誤） （正） 

（誤） （正） 



7）99 ページ 表 9-5 百日咳診断基準(2022)の項目 
（正） 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
8)151 ページ CQ2論文検索方法（※電子書籍版のみ掲載） 

掲載場所 誤 正 
左段  
上から 1～2行目 

0.1%L 型アドレナリン投与群 0.１
mL/kgと 0.5mL/kg とを比較 
 

L 型アドレナリン投与群 0.１mg/kg と
0.5mg/kg とを比較 
※0.1％削除 

 
 
9)153 ページ CQ3論文検索方法（※電子書籍版のみ掲載） 

掲載場所 誤 正 
左段  
上から 1～2行目 

L 型アドレナリン投与群 0.5mL/kg、ネ
ブライザー投与 

L 型アドレナリン投与群 0.5mg/kg、ネ
ブライザー投与 

 

息詰まり感、呼吸困難 


